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2023年　伊万里窯元市　詳細はこちら



お問い合わせ：風鈴まつり実行委員会
後援：伊万里市・伊万里市観光協会・伊万里商工会議所・伊万里陶磁器工業組合

TEL.0955-23-7293




2023年　鍋島藩窯秋まつり
2023年11月1日(水)〜11月5日(日)
期間中行事
奉納式　11月1日（水）10時　
筆供養　11月4日（土）10時

各窯元によるテーマ展示「秋彩々」　11月1日～5日

特別企画
伊万里鍋島焼ぐい呑み　
限定販売　11,000円（税込）
ぐい呑みはロクロで形を作り、手描きの絵付け、登り窯で焼成した限定商品です
限定50個
11月1日（火）　13時より販売（整理券は12時より配布）
 
買い物スタンプラリー
（写真は昨年掲載のもので構いません）
5軒の窯元で購入された方は抽選で陶板、焼物などのプレゼント
抽選会場　伊万里鍋島焼会館前
 
「地元大川内町の物産販売」
１１月3日（祝）～5日（日）
地元でとれた農産物を生産者が販売いたします。
秋野菜・農産加工物・もち米など

今後のイベント
伊万里ウォーク　11月23日（祝）
鍋島献上の儀　11月21日（火）　静岡県浜松城　














献上登り窯焚き　10月7日から8日
今年の献上先である静岡県浜松城献上の瓶子、藩窯秋まつりに販売する限定商品のぐい呑み
窯元の作品など500点以上の商品を焼成いたします。2日間じっくりかけて焼き上げます。
タイミング良ければ薪入れ体験もできますので、期間中お越しください
10月7日（土）10時　神事　　　10時15分頃　火入れ式
10月8日夕方まで焼成。
窯出し　10月15日9時より





鍋島献上の儀


「鍋島献上の儀」2023年11月21日（火）静岡県浜松市






静岡県浜松市　浜松城
平成5年11月21日、静岡県浜松市の浜松城へ伊万里鍋島焼の「色鍋島青海波橘文瓶子」を献上してまいりました。
献上式では静岡県浜松市の中野祐介市長ならびに市役所関係者と伊万里市からは深浦弘信市長はじめ、伊万里鍋島焼協同組合の畑石真嗣組合長ならびに組合員一行とで、「鍋島献上の儀」が執り行われました。
絵柄には浜松市の花であるみかんを鍋島図柄の橘でメインにしております。浜松市の市木である松を上方に描き、下方には青海波を描き、遠く九州から静岡へ献上し、友好のあかしとなればと思います。
 
秘窯の里「大川内山」は、1675年から廃藩置県（1871年）まで佐賀鍋島藩の藩窯が置かれ、この藩窯では、将軍家や諸大名、朝廷などへ献上する高品位な焼き物がつくられ、これが至宝「鍋島」と呼ばれています。このような歴史を有する大川内山では、30軒の窯元がその伝統、技法を現在の伊万里焼に受け継いでおりますが、先人達の偉業と歴史に感謝しつつ、技術の枠を結集した鍋島の伝統文化を体験し、新しい伝統文化づくりに励む意味で「鍋島藩窯秋まつり」を開催しております。
この祭りの一つとして、往時を偲んで「献上の儀」を行っておりますが、平成16年から城主在の首長様に献上いたしております。今回は浜松市長中野祐介氏を城主に見立て静岡県浜松城に献上いたしました。





鍋島献上　窯焚き







伊万里大川内山　献上登り窯焚き　フル動画35分　YouTubeチャンネルはこちら






伊万里大川内山　秋の窯元まつり「奉納式」

11月3日（水）に秋の窯元まつり「奉納式」が行われました
献上窯焚きの登り窯で焼かれた壺に上絵付けを施し、10月末に仕上がった「色絵桜樹文立葵 瓶子」を大川内山の中腹にある「日峰神社」へ奉納を行いました。
伊万里神社様から宮司に来ていただき、日頃、窯元の職人達が手がけている作品が順調に仕上がっている事への感謝と大川内山の窯元の繁栄を祈願いたしました。
 






伊万里大川内山　秋の窯元まつり「筆供養」

11月4日（木）に秋の窯元まつり「筆供養」が行われました
窯元では、絵付けに使う筆で使い古したものを、秋の窯元祭りの11月4日に感謝を込めて「筆供養」を行います。
筆は動物や植物の命を頂いて筆を作ります、尊い命に感謝して使いふりされた筆の供養を毎年行っています。
 













窯元からの情報発信
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2023伊万里窯元市
2023年04月12日
2023年　伊万里窯元市2023年　伊万里窯元市　詳細はこちらお問い合わせ後援：伊万里市・伊万里市観 ...
















2023年風鈴まつり
2022年05月23日
伊万里大川内山　風鈴まつり2023年6月17日（土）~8月31日（木）2004年より始まった風鈴まつ ...












2022年伊万里大川内山春のやきものまつり 4月29日〜5月5日
2022年04月12日
2022年伊万里やきものまつり 4月29日〜5月5日5軒の窯元でご購入された方は陶板、焼き物など抽選 ...
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2023年風鈴まつり
2022年05月23日
伊万里大川内山　風鈴まつり2023年6月 ...
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浮き球のご案内
2023年06月28日
浮き球のご案内浮き球のご案内先日からNHKなどで浮き球の紹介がされております。浮き球の製作には時間と ...
















2023年イベントスケジュール
2023年01月31日
2023年イベントスケジュール2023年のイベントスケジュールです磁器ひいなまつり　2月11日（土） ...












インタビュー記事
2022年12月19日
伊万里焼インタビュー記事 バイセル買取ポータルサイトにて、伊万里鍋島焼と当組合の活動が紹介されました ...
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もっと見る





伊万里鍋島焼協同組合窯元のご紹介


魯山窯
限り有る資源を大切に、伝統技術を活かし、一品一品心をこめて作ります。
詳しくはこちら




玄太夫窯
鍋島天然青磁窯元。土と炎の世界で戯れた芸術釉裏紅、古染付。
詳しくはこちら




螺山窯
純然たる手作り、手描、和紙染の創作藍鍋島等、薪窯にて焼成しております。
詳しくはこちら




福岡大五窯
女性ならではの、繊細な造形を活かして置物を主に制作しています。
詳しくはこちら




泰仙窯
色鍋島の由緒ある伝統と技法を、伝統工芸士として丹念に創作しています。
詳しくはこちら




瀬兵窯
染付青磁、古染の世界で、庶民の雑器として技術の向上に励んでいます。
詳しくはこちら





冬山窯
色鍋島、青磁、透かし彫りの香炉で、香りと共に格調高い空間の演出をどうぞ。
詳しくはこちら




伊万里焼せいら
身近な器に、伝統の鍋島を素材で生かし、現代的な色調をアレンジしています。
詳しくはこちら




鍋島御庭焼窯
大名道具を作り出した手法が、今も生き続ける奇跡の焼物「鍋島・色鍋島」
詳しくはこちら




巒山窯
巒は小さく鋭い山、巡り連なった山。大川内山の山容そのものです。
詳しくはこちら




光山窯
鍋島藩窯窯継承家、市川光山オリジナル作品「色鍋島帯絵唐花文耳付花瓶」
詳しくはこちら




瀬貞陶窯寛右ｴ門
歴史の流れを培ってきた濃筆の冴え、手描きの深い味わいが煌めきます。
詳しくはこちら





小笠原藤右衛門窯
小笠原藤右衛門では、鉛成分を初めから含有しない耐酸性無鉛絵の具をすべての製品に使用し、無鉛化を実現。
詳しくはこちら




太一郎窯
藍鍋島の伝統に、手描きの妙と現代感覚を取り入れた器を創っています。
詳しくはこちら




畑萬陶苑
鍋島藩窯の伝統美や技術を受け継ぎ、新しい色鍋島の確立を図っています。
詳しくはこちら




大五郎窯
全工程を大五郎一人の手により、一点一点真心を込めて作り上げております。
詳しくはこちら




長春青磁陶窯
大川内山に産出する青磁鉱石を百パーセント使った、天然の鍋島青磁専門です。
詳しくはこちら




陶咲花窯
伝統の中に、女性独自の思考で新風を吹き込み、手作りの器を手懸けています。
詳しくはこちら





岳山窯
「鍋島の美」を追求し手描きの技法に拘り二つと類のない作品を創っています。
詳しくはこちら




大秀窯
鍋島青磁、色鍋島、鍋島染付の技法で近代的感覚にあう鍋島を創作しています。
詳しくはこちら




鍋島虎仙窯
つくる楽しさを感じていただけるような作品づくりに取り組んでいます。
詳しくはこちら




文三窯(三宅製陶所)
染付青磁、古染の世界で、庶民の雑器として技術の向上に励んでいます。
詳しくはこちら




青山窯
「伝統と創造」をベースに鍋島焼の品格を時代の空気に合わせて更新し続けています。
詳しくはこちら







魯山窯
限り有る資源を大切に、伝統技術を活かし、一品一品心をこめて作ります。
詳しくはこちら




玄太夫窯
鍋島天然青磁窯元。土と炎の世界で戯れた芸術釉裏紅、古染付。
詳しくはこちら




螺山窯
純然たる手作り、手描、和紙染の創作藍鍋島等、薪窯にて焼成しております。
詳しくはこちら




福岡大五窯
女性ならではの、繊細な造形を活かして置物を主に制作しています。
詳しくはこちら





泰仙窯
色鍋島の由緒ある伝統と技法を、伝統工芸士として丹念に創作しています。
詳しくはこちら




瀬兵窯
染付青磁、古染の世界で、庶民の雑器として技術の向上に励んでいます。
詳しくはこちら




冬山窯
色鍋島、青磁、透かし彫りの香炉で、香りと共に格調高い空間の演出をどうぞ。
詳しくはこちら




伊万里焼せいら
身近な器に、伝統の鍋島を素材で生かし、現代的な色調をアレンジしています。
詳しくはこちら





鍋島御庭焼窯
大名道具を作り出した手法が、今も生き続ける奇跡の焼物「鍋島・色鍋島」
詳しくはこちら




巒山窯
巒は小さく鋭い山、巡り連なった山。大川内山の山容そのものです。
詳しくはこちら




光山窯
鍋島藩窯窯継承家、市川光山オリジナル作品「色鍋島帯絵唐花文耳付花瓶」
詳しくはこちら




瀬貞陶窯寛右ｴ門
歴史の流れを培ってきた濃筆の冴え、手描きの深い味わいが煌めきます。
詳しくはこちら





小笠原藤右衛門窯
小笠原藤右衛門では、鉛成分を初めから含有しない耐酸性無鉛絵の具をすべての製品に使用し、無鉛化を実現。
詳しくはこちら




太一郎窯
藍鍋島の伝統に、手描きの妙と現代感覚を取り入れた器を創っています。
詳しくはこちら




畑萬陶苑
鍋島藩窯の伝統美や技術を受け継ぎ、新しい色鍋島の確立を図っています。
詳しくはこちら




大五郎窯
全工程を大五郎一人の手により、一点一点真心を込めて作り上げております。
詳しくはこちら





長春青磁陶窯
大川内山に産出する青磁鉱石を百パーセント使った、天然の鍋島青磁専門です。
詳しくはこちら




陶咲花窯
伝統の中に、女性独自の思考で新風を吹き込み、手作りの器を手懸けています。
詳しくはこちら




岳山窯
「鍋島の美」を追求し手描きの技法に拘り二つと類のない作品を創っています。
詳しくはこちら




大秀窯
鍋島青磁、色鍋島、鍋島染付の技法で近代的感覚にあう鍋島を創作しています。
詳しくはこちら





鍋島虎仙窯
つくる楽しさを感じていただけるような作品づくりに取り組んでいます。
詳しくはこちら




文三窯(三宅製陶所)
染付青磁、古染の世界で、庶民の雑器として技術の向上に励んでいます。
詳しくはこちら




青山窯
「伝統と創造」をベースに鍋島焼の品格を時代の空気に合わせて更新し続けています。
詳しくはこちら







魯山窯
限り有る資源を大切に、伝統技術を活かし、一品一品心をこめて作ります。
詳しくはこちら




玄太夫窯
鍋島天然青磁窯元。土と炎の世界で戯れた芸術釉裏紅、古染付。
詳しくはこちら





螺山窯
純然たる手作り、手描、和紙染の創作藍鍋島等、薪窯にて焼成しております。
詳しくはこちら




福岡大五窯
女性ならではの、繊細な造形を活かして置物を主に制作しています。
詳しくはこちら





泰仙窯
色鍋島の由緒ある伝統と技法を、伝統工芸士として丹念に創作しています。
詳しくはこちら




瀬兵窯
染付青磁、古染の世界で、庶民の雑器として技術の向上に励んでいます。
詳しくはこちら





冬山窯
色鍋島、青磁、透かし彫りの香炉で、香りと共に格調高い空間の演出をどうぞ。
詳しくはこちら




伊万里焼せいら
身近な器に、伝統の鍋島を素材で生かし、現代的な色調をアレンジしています。
詳しくはこちら





鍋島御庭焼窯
大名道具を作り出した手法が、今も生き続ける奇跡の焼物「鍋島・色鍋島」
詳しくはこちら




巒山窯
巒は小さく鋭い山、巡り連なった山。大川内山の山容そのものです。
詳しくはこちら





光山窯
鍋島藩窯窯継承家、市川光山オリジナル作品「色鍋島帯絵唐花文耳付花瓶」
詳しくはこちら




瀬貞陶窯寛右ｴ門
歴史の流れを培ってきた濃筆の冴え、手描きの深い味わいが煌めきます。
詳しくはこちら





小笠原藤右衛門窯
小笠原藤右衛門では、鉛成分を初めから含有しない耐酸性無鉛絵の具をすべての製品に使用し、無鉛化を実現。
詳しくはこちら




太一郎窯
藍鍋島の伝統に、手描きの妙と現代感覚を取り入れた器を創っています。
詳しくはこちら





畑萬陶苑
鍋島藩窯の伝統美や技術を受け継ぎ、新しい色鍋島の確立を図っています。
詳しくはこちら




大五郎窯
全工程を大五郎一人の手により、一点一点真心を込めて作り上げております。
詳しくはこちら





長春青磁陶窯
大川内山に産出する青磁鉱石を百パーセント使った、天然の鍋島青磁専門です。
詳しくはこちら




陶咲花窯
伝統の中に、女性独自の思考で新風を吹き込み、手作りの器を手懸けています。
詳しくはこちら





岳山窯
「鍋島の美」を追求し手描きの技法に拘り二つと類のない作品を創っています。
詳しくはこちら




大秀窯
鍋島青磁、色鍋島、鍋島染付の技法で近代的感覚にあう鍋島を創作しています。
詳しくはこちら





鍋島虎仙窯
つくる楽しさを感じていただけるような作品づくりに取り組んでいます。
詳しくはこちら




文三窯(三宅製陶所)
染付青磁、古染の世界で、庶民の雑器として技術の向上に励んでいます。
詳しくはこちら





青山窯
「伝統と創造」をベースに鍋島焼の品格を時代の空気に合わせて更新し続けています。
詳しくはこちら









魯山窯
限り有る資源を大切に、伝統技術を活かし、一品一品心をこめて作ります。



玄太夫窯
鍋島天然青磁窯元。土と炎の世界で戯れた芸術釉裏紅、古染付。



螺山窯
純然たる手作り、手描、和紙染の創作藍鍋島等、薪窯にて焼成しております。



福岡大五窯
女性ならではの、繊細な造形を活かして置物を主に制作しています。



泰仙窯
色鍋島の由緒ある伝統と技法を、伝統工芸士として丹念に創作しています。



瀬兵窯
染付青磁、古染の世界で、庶民の雑器として技術の向上に励んでいます。




冬山窯
色鍋島、青磁、透かし彫りの香炉で、香りと共に格調高い空間の演出をどうぞ。



伊万里焼せいら
身近な器に、伝統の鍋島を素材で生かし、現代的な色調をアレンジしています。



鍋島御庭焼窯
大名道具を作り出した手法が、今も生き続ける奇跡の焼物「鍋島・色鍋島」



巒山窯
巒は小さく鋭い山、巡り連なった山。大川内山の山容そのものです。



光山窯
鍋島藩窯窯継承家、市川光山オリジナル作品「色鍋島帯絵唐花文耳付花瓶」



瀬貞陶窯寛右ｴ門
歴史の流れを培ってきた濃筆の冴え、手描きの深い味わいが煌めきます。




小笠原藤右衛門窯
小笠原藤右衛門では、鉛成分を初めから含有しない耐酸性無鉛絵の具をすべての製品に使用し、無鉛化を実現。



太一郎窯
藍鍋島の伝統に、手描きの妙と現代感覚を取り入れた器を創っています。



畑萬陶苑
鍋島藩窯の伝統美や技術を受け継ぎ、新しい色鍋島の確立を図っています。



大五郎窯
全工程を大五郎一人の手により、一点一点真心を込めて作り上げております。



長春青磁陶窯
大川内山に産出する青磁鉱石を百パーセント使った、天然の鍋島青磁専門です。



陶咲花窯
伝統の中に、女性独自の思考で新風を吹き込み、手作りの器を手懸けています。




岳山窯
「鍋島の美」を追求し手描きの技法に拘り二つと類のない作品を創っています。



大秀窯
鍋島青磁、色鍋島、鍋島染付の技法で近代的感覚にあう鍋島を創作しています。



鍋島虎仙窯
つくる楽しさを感じていただけるような作品づくりに取り組んでいます。



文三窯(三宅製陶所)
染付青磁、古染の世界で、庶民の雑器として技術の向上に励んでいます。



青山窯
「伝統と創造」をベースに鍋島焼の品格を時代の空気に合わせて更新し続けています。






魯山窯
限り有る資源を大切に、伝統技術を活かし、一品一品心をこめて作ります。



玄太夫窯
鍋島天然青磁窯元。土と炎の世界で戯れた芸術釉裏紅、古染付。



螺山窯
純然たる手作り、手描、和紙染の創作藍鍋島等、薪窯にて焼成しております。



福岡大五窯
女性ならではの、繊細な造形を活かして置物を主に制作しています。




泰仙窯
色鍋島の由緒ある伝統と技法を、伝統工芸士として丹念に創作しています。



瀬兵窯
染付青磁、古染の世界で、庶民の雑器として技術の向上に励んでいます。



冬山窯
色鍋島、青磁、透かし彫りの香炉で、香りと共に格調高い空間の演出をどうぞ。



伊万里焼せいら
身近な器に、伝統の鍋島を素材で生かし、現代的な色調をアレンジしています。




鍋島御庭焼窯
大名道具を作り出した手法が、今も生き続ける奇跡の焼物「鍋島・色鍋島」



巒山窯
巒は小さく鋭い山、巡り連なった山。大川内山の山容そのものです。



光山窯
鍋島藩窯窯継承家、市川光山オリジナル作品「色鍋島帯絵唐花文耳付花瓶」



瀬貞陶窯寛右ｴ門
歴史の流れを培ってきた濃筆の冴え、手描きの深い味わいが煌めきます。




小笠原藤右衛門窯
小笠原藤右衛門では、鉛成分を初めから含有しない耐酸性無鉛絵の具をすべての製品に使用し、無鉛化を実現。



太一郎窯
藍鍋島の伝統に、手描きの妙と現代感覚を取り入れた器を創っています。



畑萬陶苑
鍋島藩窯の伝統美や技術を受け継ぎ、新しい色鍋島の確立を図っています。



大五郎窯
全工程を大五郎一人の手により、一点一点真心を込めて作り上げております。




長春青磁陶窯
大川内山に産出する青磁鉱石を百パーセント使った、天然の鍋島青磁専門です。



陶咲花窯
伝統の中に、女性独自の思考で新風を吹き込み、手作りの器を手懸けています。



岳山窯
「鍋島の美」を追求し手描きの技法に拘り二つと類のない作品を創っています。



大秀窯
鍋島青磁、色鍋島、鍋島染付の技法で近代的感覚にあう鍋島を創作しています。




鍋島虎仙窯
つくる楽しさを感じていただけるような作品づくりに取り組んでいます。



文三窯(三宅製陶所)
染付青磁、古染の世界で、庶民の雑器として技術の向上に励んでいます。



青山窯
「伝統と創造」をベースに鍋島焼の品格を時代の空気に合わせて更新し続けています。






魯山窯
限り有る資源を大切に、伝統技術を活かし、一品一品心をこめて作ります。



玄太夫窯
鍋島天然青磁窯元。土と炎の世界で戯れた芸術釉裏紅、古染付。




螺山窯
純然たる手作り、手描、和紙染の創作藍鍋島等、薪窯にて焼成しております。



福岡大五窯
女性ならではの、繊細な造形を活かして置物を主に制作しています。




泰仙窯
色鍋島の由緒ある伝統と技法を、伝統工芸士として丹念に創作しています。



瀬兵窯
染付青磁、古染の世界で、庶民の雑器として技術の向上に励んでいます。




冬山窯
色鍋島、青磁、透かし彫りの香炉で、香りと共に格調高い空間の演出をどうぞ。



伊万里焼せいら
身近な器に、伝統の鍋島を素材で生かし、現代的な色調をアレンジしています。




鍋島御庭焼窯
大名道具を作り出した手法が、今も生き続ける奇跡の焼物「鍋島・色鍋島」



巒山窯
巒は小さく鋭い山、巡り連なった山。大川内山の山容そのものです。




光山窯
鍋島藩窯窯継承家、市川光山オリジナル作品「色鍋島帯絵唐花文耳付花瓶」



瀬貞陶窯寛右ｴ門
歴史の流れを培ってきた濃筆の冴え、手描きの深い味わいが煌めきます。




小笠原藤右衛門窯
小笠原藤右衛門では、鉛成分を初めから含有しない耐酸性無鉛絵の具をすべての製品に使用し、無鉛化を実現。



太一郎窯
藍鍋島の伝統に、手描きの妙と現代感覚を取り入れた器を創っています。




畑萬陶苑
鍋島藩窯の伝統美や技術を受け継ぎ、新しい色鍋島の確立を図っています。



大五郎窯
全工程を大五郎一人の手により、一点一点真心を込めて作り上げております。




長春青磁陶窯
大川内山に産出する青磁鉱石を百パーセント使った、天然の鍋島青磁専門です。



陶咲花窯
伝統の中に、女性独自の思考で新風を吹き込み、手作りの器を手懸けています。




岳山窯
「鍋島の美」を追求し手描きの技法に拘り二つと類のない作品を創っています。



大秀窯
鍋島青磁、色鍋島、鍋島染付の技法で近代的感覚にあう鍋島を創作しています。




鍋島虎仙窯
つくる楽しさを感じていただけるような作品づくりに取り組んでいます。



文三窯(三宅製陶所)
染付青磁、古染の世界で、庶民の雑器として技術の向上に励んでいます。




青山窯
「伝統と創造」をベースに鍋島焼の品格を時代の空気に合わせて更新し続けています。



















年間イベント情報



磁器ひいなまつり
2月〜3月上旬

磁器で作られたさまざまな表情をもつ雛人形。
人形ファンにはたまらないもう一つの「ひなまつり」です。
詳しくはこちら




春の窯元市
4月上旬

ゴールデンウィーク期間中に開催され、多くの焼物ファンで賑わいます。
詳しくはこちら




肥前伊万里やきものまつり
4月29日〜5月5日

肥前やきもの圏が日本遺産に認定されました。 江戸時代より今なお鍋島藩窯の伝統技術を受け継ぎ「秘窯の里」と呼ばれている佐賀県伊万里市大川内山で4月29日から３0の窯元による「肥前伊万里やきものまつり」を開催いたします。
詳しくはこちら





風鈴まつり
6月〜8月

ボシ灯ろうまつり 7月中旬

大川内山の新たなイベントとして開催されます。大川内山の各窯元の軒先には２０ｃｍもの大きな風鈴が飾られ、秘窯の里に風鈴の音色が響き渡ります。音色で癒される涼を求めて大川内山へ来て見て下さい。
詳しくはこちら




鍋島藩窯秋祭り
11月1日〜5日

窯元市も同時開催

鍋島の伝統を受け継いできた陶工達のための「奉納式」や「筆供養」など 各種の行事とともに、窯元市も開催されます。
詳しくはこちら




鍋島献上の儀
平成元年から鍋島藩窯秋まつりの一環で、九州各県知事や県内の市長、 全国の名城所在の首長等に鍋島の献上（鍋島献上の儀）を行っています。
詳しくはこちら






磁器ひいなまつり
2月〜3月上旬

磁器で作られたさまざまな表情をもつ雛人形。
人形ファンにはたまらないもう一つの「ひなまつり」です。
詳しくはこちら




春の窯元市
4月上旬

ゴールデンウィーク期間中に開催され、多くの焼物ファンで賑わいます。
詳しくはこちら




肥前伊万里やきものまつり
4月29日〜5月5日

肥前やきもの圏が日本遺産に認定されました。 江戸時代より今なお鍋島藩窯の伝統技術を受け継ぎ「秘窯の里」と呼ばれている佐賀県伊万里市大川内山で4月29日から３0の窯元による「肥前伊万里やきものまつり」を開催いたします。
詳しくはこちら





風鈴まつり
6月〜8月

ボシ灯ろうまつり 7月中旬

大川内山の新たなイベントとして開催されます。大川内山の各窯元の軒先には２０ｃｍもの大きな風鈴が飾られ、秘窯の里に風鈴の音色が響き渡ります。音色で癒される涼を求めて大川内山へ来て見て下さい。
詳しくはこちら




鍋島藩窯秋祭り
11月1日〜5日

窯元市も同時開催

鍋島の伝統を受け継いできた陶工達のための「奉納式」や「筆供養」など 各種の行事とともに、窯元市も開催されます。
詳しくはこちら




鍋島献上の儀
平成元年から鍋島藩窯秋まつりの一環で、九州各県知事や県内の市長、 全国の名城所在の首長等に鍋島の献上（鍋島献上の儀）を行っています。
詳しくはこちら






磁器ひいなまつり
2月〜3月上旬

磁器で作られたさまざまな表情をもつ雛人形。
人形ファンにはたまらないもう一つの「ひなまつり」です。
詳しくはこちら




春の窯元市
4月上旬

ゴールデンウィーク期間中に開催され、多くの焼物ファンで賑わいます。
詳しくはこちら





肥前伊万里やきものまつり
4月29日〜5月5日

肥前やきもの圏が日本遺産に認定されました。 江戸時代より今なお鍋島藩窯の伝統技術を受け継ぎ「秘窯の里」と呼ばれている佐賀県伊万里市大川内山で4月29日から３0の窯元による「肥前伊万里やきものまつり」を開催いたします。
詳しくはこちら




風鈴まつり
6月〜8月

ボシ灯ろうまつり 7月中旬

大川内山の新たなイベントとして開催されます。大川内山の各窯元の軒先には２０ｃｍもの大きな風鈴が飾られ、秘窯の里に風鈴の音色が響き渡ります。音色で癒される涼を求めて大川内山へ来て見て下さい。
詳しくはこちら





鍋島藩窯秋祭り
11月1日〜5日

窯元市も同時開催

鍋島の伝統を受け継いできた陶工達のための「奉納式」や「筆供養」など 各種の行事とともに、窯元市も開催されます。
詳しくはこちら




鍋島献上の儀
平成元年から鍋島藩窯秋まつりの一環で、九州各県知事や県内の市長、 全国の名城所在の首長等に鍋島の献上（鍋島献上の儀）を行っています。
詳しくはこちら








磁器ひいなまつり
2月〜3月上旬

磁器で作られたさまざまな表情をもつ雛人形。
人形ファンにはたまらないもう一つの「ひなまつり」です。



春の窯元市
4月上旬

ゴールデンウィーク期間中に開催され、多くの焼物ファンで賑わいます。



肥前伊万里やきものまつり
4月29日〜5月5日

肥前やきもの圏が日本遺産に認定されました。 江戸時代より今なお鍋島藩窯の伝統技術を受け継ぎ「秘窯の里」と呼ばれている佐賀県伊万里市大川内山で4月29日から３0の窯元による「肥前伊万里やきものまつり」を開催いたします。




風鈴まつり
6月〜8月

ボシ灯ろうまつり 7月中旬

大川内山の新たなイベントとして開催されます。大川内山の各窯元の軒先には２０ｃｍもの大きな風鈴が飾られ、秘窯の里に風鈴の音色が響き渡ります。音色で癒される涼を求めて大川内山へ来て見て下さい。



鍋島藩窯秋祭り
11月1日〜5日

窯元市も同時開催

鍋島の伝統を受け継いできた陶工達のための「奉納式」や「筆供養」など 各種の行事とともに、窯元市も開催されます。



鍋島献上の儀
平成元年から鍋島藩窯秋まつりの一環で、九州各県知事や県内の市長、 全国の名城所在の首長等に鍋島の献上（鍋島献上の儀）を行っています。





磁器ひいなまつり
2月〜3月上旬

磁器で作られたさまざまな表情をもつ雛人形。
人形ファンにはたまらないもう一つの「ひなまつり」です。



春の窯元市
4月上旬

ゴールデンウィーク期間中に開催され、多くの焼物ファンで賑わいます。



肥前伊万里やきものまつり
4月29日〜5月5日

肥前やきもの圏が日本遺産に認定されました。 江戸時代より今なお鍋島藩窯の伝統技術を受け継ぎ「秘窯の里」と呼ばれている佐賀県伊万里市大川内山で4月29日から３0の窯元による「肥前伊万里やきものまつり」を開催いたします。




風鈴まつり
6月〜8月

ボシ灯ろうまつり 7月中旬

大川内山の新たなイベントとして開催されます。大川内山の各窯元の軒先には２０ｃｍもの大きな風鈴が飾られ、秘窯の里に風鈴の音色が響き渡ります。音色で癒される涼を求めて大川内山へ来て見て下さい。



鍋島藩窯秋祭り
11月1日〜5日

窯元市も同時開催

鍋島の伝統を受け継いできた陶工達のための「奉納式」や「筆供養」など 各種の行事とともに、窯元市も開催されます。



鍋島献上の儀
平成元年から鍋島藩窯秋まつりの一環で、九州各県知事や県内の市長、 全国の名城所在の首長等に鍋島の献上（鍋島献上の儀）を行っています。





磁器ひいなまつり
2月〜3月上旬

磁器で作られたさまざまな表情をもつ雛人形。
人形ファンにはたまらないもう一つの「ひなまつり」です。



春の窯元市
4月上旬

ゴールデンウィーク期間中に開催され、多くの焼物ファンで賑わいます。




肥前伊万里やきものまつり
4月29日〜5月5日

肥前やきもの圏が日本遺産に認定されました。 江戸時代より今なお鍋島藩窯の伝統技術を受け継ぎ「秘窯の里」と呼ばれている佐賀県伊万里市大川内山で4月29日から３0の窯元による「肥前伊万里やきものまつり」を開催いたします。



風鈴まつり
6月〜8月

ボシ灯ろうまつり 7月中旬

大川内山の新たなイベントとして開催されます。大川内山の各窯元の軒先には２０ｃｍもの大きな風鈴が飾られ、秘窯の里に風鈴の音色が響き渡ります。音色で癒される涼を求めて大川内山へ来て見て下さい。




鍋島藩窯秋祭り
11月1日〜5日

窯元市も同時開催

鍋島の伝統を受け継いできた陶工達のための「奉納式」や「筆供養」など 各種の行事とともに、窯元市も開催されます。



鍋島献上の儀
平成元年から鍋島藩窯秋まつりの一環で、九州各県知事や県内の市長、 全国の名城所在の首長等に鍋島の献上（鍋島献上の儀）を行っています。










大川内山歴史散策


愛宕神社
火の神様として祀っている愛宕神社。登り窯で窯を焚くときはこの場所で火を起こし、登り窯まで火を持っていきます。
詳しくはこちら





権現岳神社
岳神社は、伝説によれば鎮西八郎為朝（1139～70年）が黒髪山の大蛇退治の時に、伊弉諾命（いざなぎのみこと）・伊弉再命（いざなぎのみこと）をまつったのがおこりといわれてます。
詳しくはこちら





高麗人の墓
この墓のすぐ下には権現谷窯跡があり、発掘調査の結果、古唐津も出土しています。藩窯以前に朝鮮から陶工がきて焼物をつくっていた証です。
詳しくはこちら





陶工無縁塔
高麗人をはじめ、江戸時代の陶工たち８８０基の無縁墓標を集めた供養塔です。
無名の陶工たちによって、あの優れた鍋島がつくられた証です。
詳しくはこちら





関所・めおとしの塔
関所を通り、陶工橋を渡ると風鈴ふうに飾られた焼物が、澄んだ音で出迎えてくれる。「日本の音風景１００選」にも選ばれています。
詳しくはこちら





日峯さん
鍋島藩藩祖直茂公が祀ってあります。台石には藩窯の細工人３１名の名が刻まれており、藩窯の組織がよくわかります。
詳しくはこちら







愛宕神社
火の神様として祀っている愛宕神社。登り窯で窯を焚くときはこの場所で火を起こし、登り窯まで火を持っていきます。
詳しくはこちら





権現岳神社
岳神社は、伝説によれば鎮西八郎為朝（1139～70年）が黒髪山の大蛇退治の時に、伊弉諾命（いざなぎのみこと）・伊弉再命（いざなぎのみこと）をまつったのがおこりといわれてます。
詳しくはこちら





高麗人の墓
この墓のすぐ下には権現谷窯跡があり、発掘調査の結果、古唐津も出土しています。藩窯以前に朝鮮から陶工がきて焼物をつくっていた証です。
詳しくはこちら






陶工無縁塔
高麗人をはじめ、江戸時代の陶工たち８８０基の無縁墓標を集めた供養塔です。
無名の陶工たちによって、あの優れた鍋島がつくられた証です。
詳しくはこちら





関所・めおとしの塔
関所を通り、陶工橋を渡ると風鈴ふうに飾られた焼物が、澄んだ音で出迎えてくれる。「日本の音風景１００選」にも選ばれています。
詳しくはこちら





日峯さん
鍋島藩藩祖直茂公が祀ってあります。台石には藩窯の細工人３１名の名が刻まれており、藩窯の組織がよくわかります。
詳しくはこちら







愛宕神社
火の神様として祀っている愛宕神社。登り窯で窯を焚くときはこの場所で火を起こし、登り窯まで火を持っていきます。
詳しくはこちら





権現岳神社
岳神社は、伝説によれば鎮西八郎為朝（1139～70年）が黒髪山の大蛇退治の時に、伊弉諾命（いざなぎのみこと）・伊弉再命（いざなぎのみこと）をまつったのがおこりといわれてます。
詳しくはこちら






高麗人の墓
この墓のすぐ下には権現谷窯跡があり、発掘調査の結果、古唐津も出土しています。藩窯以前に朝鮮から陶工がきて焼物をつくっていた証です。
詳しくはこちら





陶工無縁塔
高麗人をはじめ、江戸時代の陶工たち８８０基の無縁墓標を集めた供養塔です。
無名の陶工たちによって、あの優れた鍋島がつくられた証です。
詳しくはこちら






関所・めおとしの塔
関所を通り、陶工橋を渡ると風鈴ふうに飾られた焼物が、澄んだ音で出迎えてくれる。「日本の音風景１００選」にも選ばれています。
詳しくはこちら





日峯さん
鍋島藩藩祖直茂公が祀ってあります。台石には藩窯の細工人３１名の名が刻まれており、藩窯の組織がよくわかります。
詳しくはこちら









愛宕神社
火の神様として祀っている愛宕神社。登り窯で窯を焚くときはこの場所で火を起こし、登り窯まで火を持っていきます。




権現岳神社
岳神社は、伝説によれば鎮西八郎為朝（1139～70年）が黒髪山の大蛇退治の時に、伊弉諾命（いざなぎのみこと）・伊弉再命（いざなぎのみこと）をまつったのがおこりといわれてます。




高麗人の墓
この墓のすぐ下には権現谷窯跡があり、発掘調査の結果、古唐津も出土しています。藩窯以前に朝鮮から陶工がきて焼物をつくっていた証です。




陶工無縁塔
高麗人をはじめ、江戸時代の陶工たち８８０基の無縁墓標を集めた供養塔です。
無名の陶工たちによって、あの優れた鍋島がつくられた証です。




関所・めおとしの塔
関所を通り、陶工橋を渡ると風鈴ふうに飾られた焼物が、澄んだ音で出迎えてくれる。「日本の音風景１００選」にも選ばれています。




日峯さん
鍋島藩藩祖直茂公が祀ってあります。台石には藩窯の細工人３１名の名が刻まれており、藩窯の組織がよくわかります。






愛宕神社
火の神様として祀っている愛宕神社。登り窯で窯を焚くときはこの場所で火を起こし、登り窯まで火を持っていきます。




権現岳神社
岳神社は、伝説によれば鎮西八郎為朝（1139～70年）が黒髪山の大蛇退治の時に、伊弉諾命（いざなぎのみこと）・伊弉再命（いざなぎのみこと）をまつったのがおこりといわれてます。




高麗人の墓
この墓のすぐ下には権現谷窯跡があり、発掘調査の結果、古唐津も出土しています。藩窯以前に朝鮮から陶工がきて焼物をつくっていた証です。





陶工無縁塔
高麗人をはじめ、江戸時代の陶工たち８８０基の無縁墓標を集めた供養塔です。
無名の陶工たちによって、あの優れた鍋島がつくられた証です。




関所・めおとしの塔
関所を通り、陶工橋を渡ると風鈴ふうに飾られた焼物が、澄んだ音で出迎えてくれる。「日本の音風景１００選」にも選ばれています。




日峯さん
鍋島藩藩祖直茂公が祀ってあります。台石には藩窯の細工人３１名の名が刻まれており、藩窯の組織がよくわかります。






愛宕神社
火の神様として祀っている愛宕神社。登り窯で窯を焚くときはこの場所で火を起こし、登り窯まで火を持っていきます。




権現岳神社
岳神社は、伝説によれば鎮西八郎為朝（1139～70年）が黒髪山の大蛇退治の時に、伊弉諾命（いざなぎのみこと）・伊弉再命（いざなぎのみこと）をまつったのがおこりといわれてます。





高麗人の墓
この墓のすぐ下には権現谷窯跡があり、発掘調査の結果、古唐津も出土しています。藩窯以前に朝鮮から陶工がきて焼物をつくっていた証です。




陶工無縁塔
高麗人をはじめ、江戸時代の陶工たち８８０基の無縁墓標を集めた供養塔です。
無名の陶工たちによって、あの優れた鍋島がつくられた証です。





関所・めおとしの塔
関所を通り、陶工橋を渡ると風鈴ふうに飾られた焼物が、澄んだ音で出迎えてくれる。「日本の音風景１００選」にも選ばれています。




日峯さん
鍋島藩藩祖直茂公が祀ってあります。台石には藩窯の細工人３１名の名が刻まれており、藩窯の組織がよくわかります。











鍋島藩窯公園


ポケットエリア
伊万里焼の高台皿などをはめ込んでオブジェにしております。この場所は高台にあります。実はこのあたりからの全景がおすすめです。
詳しくはこちら





御細工場
やきものづくりの制作現場を再現しております。
詳しくはこちら





登り窯
平成2年に観光用として再現した登り窯。現在は若手窯元に登り窯で焼物を作る技術を教えるため、毎年9月頃に共同で使用しています。そこで焼いたものを全国各地に献上しております。
詳しくはこちら





藩窯公園大壁画
陶片とトンバイで壁画を作成しております。高台に位置していますので、行くのは大変ですが、実は隠れたインスタスポットです。
詳しくはこちら






展望公園と展望台(現在閉鎖中)
鍋島藩窯公園の頂上に作られた展望台（令和3年3月現在老朽化により閉鎖中）
詳しくはこちら





陶工の家
江戸時代にここに住んでいた陶工の家を再現しております。
詳しくはこちら





やきもの広場
公園の中腹に位置するやきもの広場。陶片を利用してオブジェを制作しています。過去ドラマ映画でも撮影で利用されました。
詳しくはこちら








ポケットエリア
伊万里焼の高台皿などをはめ込んでオブジェにしております。この場所は高台にあります。実はこのあたりからの全景がおすすめです。
詳しくはこちら





御細工場
やきものづくりの制作現場を再現しております。
詳しくはこちら





登り窯
平成2年に観光用として再現した登り窯。現在は若手窯元に登り窯で焼物を作る技術を教えるため、毎年9月頃に共同で使用しています。そこで焼いたものを全国各地に献上しております。
詳しくはこちら





藩窯公園大壁画
陶片とトンバイで壁画を作成しております。高台に位置していますので、行くのは大変ですが、実は隠れたインスタスポットです。
詳しくはこちら






展望公園と展望台(現在閉鎖中)
鍋島藩窯公園の頂上に作られた展望台（令和3年3月現在老朽化により閉鎖中）
詳しくはこちら





陶工の家
江戸時代にここに住んでいた陶工の家を再現しております。
詳しくはこちら





やきもの広場
公園の中腹に位置するやきもの広場。陶片を利用してオブジェを制作しています。過去ドラマ映画でも撮影で利用されました。
詳しくはこちら








ポケットエリア
伊万里焼の高台皿などをはめ込んでオブジェにしております。この場所は高台にあります。実はこのあたりからの全景がおすすめです。
詳しくはこちら





御細工場
やきものづくりの制作現場を再現しております。
詳しくはこちら






登り窯
平成2年に観光用として再現した登り窯。現在は若手窯元に登り窯で焼物を作る技術を教えるため、毎年9月頃に共同で使用しています。そこで焼いたものを全国各地に献上しております。
詳しくはこちら





藩窯公園大壁画
陶片とトンバイで壁画を作成しております。高台に位置していますので、行くのは大変ですが、実は隠れたインスタスポットです。
詳しくはこちら






展望公園と展望台(現在閉鎖中)
鍋島藩窯公園の頂上に作られた展望台（令和3年3月現在老朽化により閉鎖中）
詳しくはこちら





陶工の家
江戸時代にここに住んでいた陶工の家を再現しております。
詳しくはこちら
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文化財としての大川内山

文化財指定
市は「大川内山は空間が特別で素晴らしく、窯をこれだけ広範囲に指定したのは全国的にも珍しい」と話す。指定後は学識関係者らによる史跡保存整備策定委員会を設置。指定地の公有化を進め、発掘調査の成果に基づき、保護と活用を図る。
詳しくはこちら




唐臼小屋
藩窯時代より陶石を細かく砕くため水の力を利用した大型の臼で、実際に大きな音を立てて動いています。
詳しくはこちら




古窯跡(お経石窯・清原窯)
藩窯公園内では、お経石窯跡と清原窯跡の２ケ所が発掘調査されています。
清原窯跡では、窯床と出土した陶片をシェルターで覆い、自然のまま見ることが出来ます。
詳しくはこちら
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大川内山の歴史






大川内山は江戸時代、佐賀藩（鍋島家）の御用窯（ごようがま）が置かれた地で、朝廷・将軍家・諸大名などへ献上する高品位な焼物が焼かれていました。これが今に伝わる「鍋島焼き」です。
17世紀から19世紀にかけて、佐賀藩（鍋島藩）において藩直営の窯が伊万里大川内山にありました。
高度の技術を持つ陶工達を集め、関所を置いてその技術が他に漏れないようにするため、立地的に三方を険しい山で囲われ、開口部に関所を設置することで技術を守るに相応しい場所が伊万里大川内であった理由という訳です。
 
佐賀藩の支配下にあった肥前国有田・伊万里（佐賀県有田町、同県伊万里市）は日本における磁器の代表的な産地として知られるが、その中で大川内山（おおかわちやま、佐賀県伊万里市南部）にあった藩直営の窯では藩主の所用品や将軍家・諸大名への献上品などの高級品をもっぱら焼造していた。
 
これを近代以降「鍋島焼」または単に「鍋島」と呼んだ（伊万里焼の一様式と位置付け、「鍋島様式」と呼称する場合もある）。鍋島焼の伝統は1871年（明治4年）の廃藩置県でいったん途絶えたが、その技法は今泉今右衛門家によって近代工芸として復興され、21世紀に至っている。

詳しくはこちら







大川内山見て歩き
















大川内山は狭い谷間に、窯元や藩窯公園があり、一巡して楽しめます。
　景色は山水画のような奇岩と窯場の煙が、四季を通じて秘窯の里ならではの演出をしてくれますが、雨上がりの霧の中に見ると感激です。また、焼物に描かれている色々な花や草木が、藩窯公園の中に植えられていたり、青螺山には昔のままの自然の中で、小鳥が囀っています。



詳しくはこちら







周辺施設のご案内







伊万里・有田焼伝統産業会館
■ロクロ技術研修
　　陶磁器の成形を行う技術を研修
■絵付技術研修
　　成形されたものに、色をつける技術を研修


ご利用案内
開館時間 午前９時～午後５時
休館日 年末年始（１２月２９日～１月３日）
観閲料 無料（特別展を除く）
お問合せ：0955-22-6333

詳しくはこちら








伊万里鍋島焼会館
　大川内山の玄関口に位置し、鍋島青磁、鍋島染付、色鍋島等に代表される大川内山の焼き物を展示しております。販売も致します。
　また、喫茶コーナーでは、天然水でいれたおいしいコーヒーをお好みのカップでお楽しみいただけます。昼食用に軽食も用意しております。使用している器は、全て組合員が丹精込めて作ったものばかりです。
菓子・茶等お土産品も販売を行っております。
　大川内山へお越しの際は、まず当館にお立ち寄りください。


〒848-0025　佐賀県伊万里市大川内町乙１８０６番地
伊万里鍋島焼会館
TEL 0955-23-7293
FAX 0955-23-7294

詳しくはこちら








大川内山の飲食店・宿の紹介






伊萬里亭
食事

詳しくはこちら




basecamp伊万里
宿泊・喫茶

詳しくはこちら




喫茶こせん
喫茶

詳しくはこちら






伊万里鍋島焼会館
食事・喫茶

詳しくはこちら





伊万里の飲食店紹介サイト




伊万里の宿泊施設情報






関連リンク集

































	
	






秘窯の里 伊万里大川内山
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